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渡辺社長：道路、河川、庭の草刈をしました。

松原専務：玄関前のロールスクリーンをプリーツスクリーンに交換しました。交換方法

を考えるのに1時間、交換は10分でできました。
荻野参与：きゅうりの苗を植え、シシトウの苗を植え、とうもろこしの種をまき、知り

合いの山でフキを採り、小梅の収穫をしました。あと孫とバーベキューを

しました。

高田課長：1人で登山をしました。白砂山まで行こうとしたが、途中の堂岩山まで行き、
引き返しました。

田貝課長：長男のアパートに行って片付けをしてきました。

前原係長：2級建築士の勉強をしていました。
越田主任：子供のバレーボールの練習の手伝い、大会の応援に行きました。また、バー

ベキューをしました。

宮本主任：2級建築士の勉強をしました。友達と飲みに行きました。
安藤金光さん：体を休ませるようゆっくり過ごしました。そんな中で、生成AIの進化に

ついての記事を読み、今後の仕事の流れについて想像を膨らませました。

五十嵐さん：松、庭木等、庭の整理。メダカの手入れ。

佐藤さん：バーベキュー、大学バスケの観戦をしました。

清水さん：バーベキューをしました。

安藤淳一さん：読書、除草、棚作成。朝のジョギングでリフレッシュできました。

浅川さん：友達が帰ってきたので、久しぶりに遊びました。

山田さん：毎年恒例の庭でバーベキューをしました。また、子供達と一緒にカードゲー

ムをしました。

青木さん：サッカーコーチ(指導)、バーベキューをしました。 （越田）

＜みなさんにお聞きしました。GW何して過ごしましたか？＞

先日、事務所内の床をタイルカーペットに貼り替
えました。今回は経理総務の方の床のみでしたが、
後日営業部・工事部の方も施工を行う予定となって
います。
荷物を動かしながらの施工でしたが、インテリア
磯貝さんにはとても丁寧でスピーディーな施工をし
ていただき、会社内の見栄えもとてもよくなりまし
た。きれいな状態を保てるよう、社員全員で意識し
ていきましょう。 （浅川）

＜タイルカーペット＞

＜看板清掃＞

5月11日にクリーン＆セーフティ委員会のみなさん
が、今井石油様近くの看板清掃をしてくれました。

建ててから約10カ月たち、看板を見て会社にお問い
合わせいただいたお客様もいらっしゃいました。こ

れからも定期的に綺麗にして、会社の事を少しでも

知っていただけるようにしていきたいですね。
（越田）



＜渓流釣り＞

4月の初めに富岡職業訓練校の修了式が行われま
した。会社からは越田主任と私が出席いたしました。
2年間の授業を終え、修了試験も合格し、無事、
建築施工系建築設計科を卒業することができました。
私は仕事の都合で、授業に行けない日もありました
が、2年間でかなり知識が身についたと思います。
私は以前、木造建築科にも通っていたので、計4年
間訓練校にお世話になりました。
訓練校で教わった知識を、これからの仕事に活か

して、頑張っていこうと思います。
（清水）

＜訓練校修了式＞

先日、友達と渓流釣りに行きました。渓流では

冬季期間は釣りが禁止となっていますが、群馬県

は3月1日に解禁となりました。
場所は草津方面で、まだ春先という事もあり、

雨があまり降らず、減水していました。魚はいる

のですが、気配を察知され、反応が薄かったです。

普段、渓流は行かないので、ルアーを狙ったとこ

ろに投げるのに苦戦しました。

私は釣れなかったのですが、友達が２０㎝位の

岩魚を釣りました。次回はたくさん釣りたいと思

います。
（清水）

＜ダブルレインボー＞
4月16日、朝の通勤途中、ダブルレインボー
（二重の虹）を見ました。車を停め、写真を撮る
ころには、上側の虹が薄くなってしまいましたが、
それまではかなり鮮やかに見えていました。色が
はっきり見えるほうが主虹、薄い方を副虹と呼ぶ
そうです。
主虹は大気の水滴内で、太陽光が１回反射され

て現れるもので、それに対し副虹は、2回反射さ
れて現れるものだそうです。そのため、私たちが
よく見ている主虹は、空側から赤・橙・黄・緑・
青・藍・紫の順番ですが、副虹は赤が地面側とな
り、正反対の順番になるそうです。
この虹を見られるのは幸運との事ですが、空を

見すぎて運転がおろそかにならないよう、しっか
り前を見て、安全運転をしていきたいと思います。

（安藤金）

4月15日（土）に感謝祭を開催しました。当日、あ
いにくの雨となってしまいましたが、ご来場頂いたお
客様、出展頂いた業者様には本当に感謝申し上げます。
また社員の方々も雨の中、準備・イベント実施・片

付けと大変お疲れ様でした。関係する皆様のおかげで
イベントが行え、お客様のご要望にお応えする機会を
持つことができます。
今後も、社員で力を合わせ、地域の皆様のお役にた

てるイベントができるように頑張りましょう。
（安藤金）

＜感謝祭＞


